
① 学生が集まり活動し関わり続ける拠点づくり
・学校での既存活動や学生たちの新しい挑戦を支援
・浅虫での体験を通して継続的に関わる人材を育成

② 多様なメディアによる広報活動
・カベシンブンやWeb媒体を通して定期的な発信

① 既存の観光イベントへの協力
・浅虫ねぶた祭りの伝承と振興へ貢献する

② 観光地らしい街の環境整備
・町内・海岸の清掃活動を定期的に実施
・灯ろうを飾り、温泉街らしい雰囲気をつくる

① 空き家情報の継続収集と対策
・町会と情報共有し空き物件の把握と活用方法を検討

② 生活環境の向上に向けた協議
・買い物や商店の充実に向けて新規開業を支援する
・子どもの居場所づくりに向けて学校関係者と連携する

浅虫未来づくり計画2025
【趣 旨】

多くの観光客と住⺠で賑わう浅⾍、健康で住みよい浅⾍を取り戻し、更な
る活性化を図るため、浅⾍の将来像（ビジョン）や目標、地域課題への対
応や解決に向けて⾏う具体的な取組についてまとめたものです。
【計画期間】 2025年度〜2027年度（3年間）
【対象区域】 浅⾍町会の区域
【実施主体】 浅⾍まちづくり協議会（2017年10月31⽇設⽴）
【協 ⼒】 浅⾍町会、一般社団法人浅⾍温泉観光協会
【策定方法】

浅⾍地区内外の住⺠をはじめ、事業所や各団体の関係者などが第5回あ
さむしサミットにおいて提案した意⾒等をもとに、当協議会の運営委員会がま
とめ、作成したものです。2024年度に計画の⾒直しを⾏い、2025年度に更
新しました。

浅⾍未来づくり計画の概要

【 Ⅰ みんなの心身を育む 】
・気軽に立ち寄れる場所がない ・住民用の温泉or割引 ・
ボランティア精神が少ない ・子どもの交流の場がない
【 Ⅱ 住まいと暮らし 】
・働く場所が少ない ・空き家が多い ・スーパー、買い物す
る場所がない ・学校がない（遠い） ・車がないと大変
【 Ⅲ 観光のお手伝い 】
・飲食店が少ない ・名物料理がない ・イベント情報がな
い ・里山資源が生かされてない ・青年～大人が楽しめる
スポットがない ・夜に行く場所がない ・旅館と住民の連携
がない ・インバウンド対策が必要
【 Ⅳ 多くの人が集まる仕掛け 】
・町民の連携不足 ・他地域と交流すべき ・ホタル湖が知
られていない ・温泉を活用した研究すべき ・コミュニティ
サークル促進すべき ・SNSでの発信必要

浅虫の課題

【海】 ・サンセットビーチ ・海釣り公園 ・湯の島
【山】 ・赤松巨木 ・遊歩道 ・森林公園
【温泉】 ・湯札 ・足湯 ・飲泉 ・温泉卵場 ・自宅に温泉
【食】 ・マグロ丼 ・うに ・あわび ・ほたて ・山菜 ・久慈良
餅 ・温泉玉子 ・食堂やカフェ等の食事処
【文化】 ・神社仏閣 ・浅虫音頭 ・神輿 ・八十八ヶ所
【人】 ・元気な、多彩なお年寄り ・やさしい ・ゆかり （菅江
真澄、棟方志功、太宰治、小館善四郎、竹久夢二・・・）
【アート】・大きな木の椅子 ・鈴木正治彫刻・ねぶたアート
【施設】： ・浅虫水族館 ・ゆ～さ浅虫 ・駅 ・ローカル線 ・
ホタル湖（ダム） ・陸奥湾展望台・海釣り公園・サンセット
ビーチあさむし
【自然】 ・ホタル ・桜 ・カタクリ ・天体観測・夕日 ・カモシ
カ ・雪少ない
【イベント】： ・花火大会 ・浅虫ねぶた ・カタクリ祭り ・クア
ウォーク ・スノーシューハイキング ・あさむしマルシェ

浅虫の魅⼒・資源

目標（成果）指標

【① 地域での協働活動】 最低月1回は活動する。
【② 地域活動の積極的な広報】 まちづくり協議会として活動したことを最低月1回は関係各所へ広報する。

※浅虫町会の回覧板・掲示板、公式SNS、関係者ホームページ等。
【③協議会活動への参加者増加】 浅虫内外から毎月20人以上が何かしらの活動に参加する
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① 地域内外・多世代での親睦・交流活動
・町内外・世代を問わず、関係者全員が喜ぶ企画イベント
（観光客も積極的に参加を促し共に楽しむ）

② 自然や施設を活用した企画運営
・既存の地域資源（人、物）を有効活用した内容にする

Ⅰ みんなの心身を育む

笑顔あふれる
誰もが楽しめる浅虫

Ⅱ   住まいと暮らし

よぐきたねsea！
温かく迎える浅虫

どんなまちを
目指すのか

Ⅲ 観光のお手伝い

湯～湯～自適
豊かに暮らせる浅虫

Ⅳ 多くの人が集まる仕掛け

みんなとつながる
HOTな浅虫

※まちづくり協議会が計画期間内に取り組んだ成果としての目標を定めます。


